
観光客数ピーク時比較で��％減少
富士河口湖町の観光再建を目指す

導入の背景

富士河口湖町の未来を切り拓く
「旅の駅 kawaguchiko base」の挑戦

伴  一 訓 様

株式会社大伴リゾート 
代表取締役

旅の駅 kawaguchiko base

CASE STUDY 

����年の夏、富士河口湖町に誕生した複合
商業施設「旅の駅 kawaguchiko base」。地
元の特産品が並ぶ活気あるマルシェをはじ
め、地産地食を味わうことができるレストラ
ン、そして山梨県産を中心に約���種のワイ
ンを試飲できるコーナーなど、富士・山梨エリ
アの魅力を満喫できると人気を集めていま
す。地元のみならず国内外からの観光客など
多くのお客様に愛される施設を目指し、マー
ケティング施策としてi-PROのAIカメラを導
入。この取り組みがもたらした変化について、
代表取締役の伴一訓様に伺いました。

導 入 事 例

「旅の駅 kawaguchiko base」の開業当時、新型コロナウイルスの影
響により、富士河口湖町の観光は����年のピーク時と比較して��％
減まで落ち込む危機的な状況を迎えていました。
私たちの会社は富士河口湖町で代々、宿泊事業を展開してきました
が、コロナ禍の不確実な状況を危惧し、宿泊事業だけでなく小売業・
飲食業など多角的な視点を持つ必要を感じていました。そして新たな
事業を展開することでAfterコロナにおける富士河口湖町の観光業の
再建と地域経済の活性化に貢献したいとの思いから、この「旅の駅 
kawaguchiko base」を開業することになりました。
新たに創る施設は地元の方々だけでなく、国内外の観光客を魅了す
る施設を目指していたので、計画時からマーケティングに注力するこ
とは決めていました。

マーケティングに関する相談を進 めていたところ、来場者の数や属
性、店内の動向などの分析に必要なデータを収集するためには、実
際の購入データが得られるPOSシステムに加えて、来場者全体の傾
向を把握するためセキュリティカメラのAI技術を活用してはどうかと
コンサルから提案がありました。具体的には顔検知や車両ナンバー
認識などのAI機能です。これらのデータを分析し、お客様のニーズに
合った商品構成や店内のレイアウトを検討することにしました。
ただし当初、AIカメラの導入には「導入コスト」と「AIの精度」に不安も感
じていました。得られるデータは本当に信頼できるのか気掛かりでした。

クラウド連携による利便性
そして導入コストが選定の理由

選択の理由

i -PROのAIカメラを選んだ 一番の理由は、クラウド連携用のアプリ
ケーションをインストールできるという点と導入コストです。既に別の
警備システムを導入していましたが、専用サーバーの設置に大きなコ
ストが必要でした。i-PROのAIカメラは、クラウド連携に必要な専用機
器を別途用意する必要もなく、初期投資を低く抑えることができるた
め導入に対する敷居が低く感じられました。またクラウドサービスな

◎i-PRO  「導入事例」A4　表面



ので故障やメンテナンスのリスクを最小限に抑えることができること
も選定のポイントです。
さらに高精細な映像で、昼夜を問わず人物を確実に捉えるカメラであ
ること、将来のアップデートが容易である点や、ネットワーク環境さえ
あれば映像はどこからでも簡単に確認できるという利便性も魅力を
感じました。
あとはカメラのデザインですね。
富士河口湖町の美しい景観とこ
だわりを持って建てた施設のデ
ザインに調和するブラックのラ
インアップがあるセキュリティカ
メラであることも、選定する上で
の重要なポイントでした。このよ
うな理由から、i-PROのAIカメラ
を導入することにしました。

※ 規格及び外観は改良により、予告なく変更させていただくことがありますのでご了承ください。 〈RP-����-����〉
https://japancs.i-pro.com/page/inquiry
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i-PRO株式会社

i-PROカスタマーコンタクト ●お問い合わせは…

DXの衝撃！
AIが描く次世代の店舗運営

導入の効果

導入商品

今後も地域に根ざした施設を運営していきたいと思っています。各施設
に適したセキュリティカメラとAI機能の提案をいただき、より愛される富
士河口湖町の新たな観光スタイルの形成をサポートして欲しいですね。

i -PROへの期待

「旅の駅 kawaguchiko base」-富士山の麓に広がる自然に囲まれた�,���
坪の贅沢なスペース。����年の夏に誕生して以来、特産品を堪能できる
活気にあふれるマルシェ、地元食材を楽しむレストラン、���種以上の山
梨県産ワインを試飲するコーナーなど、富士や山梨の魅力を一気に満喫
できる施設として人気を集めています。さらに、音楽イベントや地域の事
業者やアーティストが集うマルシェイベントなども定期的に開催中。

株式会社大伴リゾート
「旅の駅 kawaguchiko base」

山梨県南都留郡富士河口湖町河口���-�
TEL ����-��-����
https://www.kawaguchikobase.com/

 COMPANY PROFILE

i-PROのAIカメラが逆光でもしっかり人物を捉えている様子

AIカメラから得られた来場者の属性データを確認している様子

ブラックを基調としたモダンな店内に調和する
WV-S����LBUX

・�MP 屋内 全方位カメラ / WV-S����UX
・�MP(����P) 屋内 ボックス AIカメラ / WV-S����VUX
・�MP(����P) 屋外 ハウジング一体 AIカメラ (ブラック) / WV-S����LBUX
・�MP(����P) 屋内 ドーム AIカメラ (ブラック) / WV-S����LBUX

i-PROのAIカメラを導入してまず最初に驚かされたのは、AIの顔検知と
車両のナンバー認証精度の高さでした。私たちの施設は時間帯や場所
により、逆光になったり暗い状況になりますが、いずれの状況でも人物や
車両のナンバーを逃すことなくしっかりと捉えていました。i-PROカメラ
のAI機能が問題なく機能を発揮しているので安心して活用しています。

そしてAIカメラから得られるデータには、新たな発見が溢れていること
にも気づきました。肌感覚で把握していたお客様の在住地域や年齢層、
性別という要素が、実は少し異なることが判り、最近ではこれらの情報
を定量的に把握することで、商品開発計画や商品ラインアップの変更
に具体的な形で反映させ始めています。そして結果として来場者数が
増加するか等々の効果検証も併せて進めています。
これまで想像や仮説に基づいて商品開発を行っていた私たちですが、こ
れからはデータに基づいて自信を持ってマーケティング施策を打つこと
ができます。これがi-PROのAIカメ
ラがもたらす最大の経営効果とも
言えます。

「顧客情報、属性、店舗状況を見
える化してマーケティング施策に
繋げ、PDCAを回す」という、まさに
私が目指そうとしている店舗運営
のDX化が実現でき始めています。

※プライバシー保護のため、人物の顔にモザイクを入れています
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